
史
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岸
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藤
原
暹

　
解
説

　
1
、
伊
勢
屋
朝
吉
－
仲
買
人
と
し
て
の
国
際
人

「
黒
澤
尻
川
岸
　
朝
吉
」
と
は
伊
勢
屋
朝
吉
の
事
で
あ
る
。
彼
の
事
跡
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

は
司
藤
真
雄
氏
の
「
伊
勢
屋
朝
吉
－
維
新
期
・
南
部
藩
御
用
商
人
の
一
人
l
」
が

知
ら
れ
る
。

　
ま
ず
司
藤
氏
の
記
述
を
基
に
し
て
朝
吉
の
紹
介
を
行
っ
て
み
る
。
司
藤
氏
は
次

の
よ
う
に
書
き
出
し
て
い
る
。

　
伊
勢
屋
朝
吉
は
、
城
沢
朝
吉
の
商
舗
屋
号
と
、
本
名
と
を
合
わ
せ
た
代
名
で

あ
る
。
彼
は
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
十
月
十
二
日
目
和
賀
郡
黒
沢
尻
村
里
分

の
下
川
岸
城
沢
常
蔵
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
十
七
歳
の
と
き
兄
総
吉
が
病

死
、
父
も
病
弱
で
あ
っ
た
の
で
（
四
年
後
老
残
、
九
年
後
父
残
）
十
八
歳
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ら
た

（
天
保
十
三
年
く
一
八
四
二
V
）
南
部
藩
御
用
船
北
上
川
御
尋
三
百
五
十
俵
積
船

の
船
頭
を
拝
命
し
、
黒
沢
尻
港
と
石
巻
港
と
の
間
の
聖
運
を
司
っ
て
い
る
。

　
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
か
ら
、
石
巻
の
伊
勢
屋
惣
左
衛
門
の
代
理
と
な

り
、
函
館
大
町
の
大
津
屋
茂
吉
の
宅
へ
止
宿
し
商
売
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
水
沢
で
鰯
網
百
三
十
八
尺
か
ら
百
五
十
尺
ま
で
を
壱
両
で
買
入
れ
、
函
館
へ

　
も
っ
て
い
っ
て
七
十
八
尺
か
ら
九
十
尺
を
壱
両
で
売
り
大
儲
け
を
し
て
い
る
。

　
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
は
函
館
南
京
屋
小
三
郎
の
宅
や
土
蔵
ま
で
を
一
ケ

　
年
二
百
両
で
借
り
支
店
を
出
し
、
呉
服
、
木
綿
、
小
間
物
を
商
っ
た
。
こ
の
と

　
き
か
ら
「
伊
勢
屋
」
の
称
を
出
し
た
。
さ
ら
に
函
館
山
ノ
上
町
と
神
明
町
へ
質

　
屋
を
だ
し
、
五
百
石
積
の
観
音
丸
を
買
入
れ
、
栄
吉
を
船
頭
に
雇
っ
た
。

　
　
翌
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
、
南
部
藩
が
函
館
御
警
固
と
な
っ
た
の
で
、
朝

　
吉
は
御
陣
屋
御
留
主
居
所
海
防
所
御
用
達
身
骨
国
産
世
話
方
を
仰
付
か
っ
た
。

　
つ
い
で
八
戸
藩
も
函
館
へ
出
張
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
八
戸
藩
か
ら
も
御

　
用
達
を
仰
付
か
っ
た
。
函
館
へ
盛
岡
や
八
戸
の
領
民
が
働
き
の
た
め
に
渡
航
し

　
て
く
れ
ば
、
必
ず
御
番
所
沖
の
口
で
「
人
改
め
」
を
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の

　
改
立
合
人
が
伊
勢
屋
朝
吉
の
役
で
あ
っ
た
。
沖
の
口
改
め
は
、
壱
人
に
つ
き
二

　
百
文
の
手
数
料
を
と
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
こ
の
こ
ろ
多
国
人
と
取
引
す
る
に
と
を
幕
府
で
許
し
て
い
た
人
は
、
函
館
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
カ

　
は
伊
勢
屋
朝
吉
と
、
松
井
喜
兵
衛
、
ユ
サ
シ
宿
伊
兵
衛
、
高
田
屋
要
吉
の
四
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
社
中
だ
け
で
あ
っ
た
。
貿
易
商
人
四
人
の
う
ち
の
一
人
と
い
う
地
位
に
い
た
。

　
本
史
料
「
松
前
箱
館
二
而
異
国
人
一
条
之
事
　
日
記
」
は
司
藤
氏
の
触
れ
て
い

な
い
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
後
に
外
国
人
相
手
の
御
用
商
人
と
し
て
活
躍
す
る
起

点
と
な
る
ペ
リ
ー
の
箱
館
入
港
、
箱
館
の
国
際
化
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
朝
吉
の

日
記
で
あ
る
。

　
朝
吉
の
商
売
は
時
宜
を
得
た
売
り
物
に
い
ち
早
く
着
手
す
る
事
に
あ
っ
た
。
そ

の
為
に
船
舶
へ
の
関
心
も
早
く
か
ら
あ
っ
た
。
文
久
四
（
元
治
元
）
年
頃
に
は
洋

式
帆
船
箱
館
丸
を
利
用
し
魚
貝
・
海
藻
等
の
輸
送
売
買
を
行
っ
て
い
る
。
や
が
て

彼
は
外
国
人
相
手
に
絹
糸
や
南
部
町
の
取
引
へ
と
進
ん
で
い
く
が
、
そ
れ
と
共
に

新
し
い
船
舶
建
造
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
彼
の
活
動
の
背
後
に
は
南

部
鉱
山
学
の
中
心
軸
大
島
高
任
が
在
っ
た
。

　
　
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
五
月
一
日
、
南
部
銅
（
和
賀
郡
水
沢
銅
山
の
も
の
）
千
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箱
を
積
入
れ
、
大
島
高
任
ら
と
大
阪
を
目
ざ
し
て
出
航
し
た
と
き
は
、
南
部
藩

　
会
計
御
用
係
と
し
て
乗
込
ん
だ
。
藩
蒸
気
船
飛
隼
丸
の
器
機
方
（
機
関
士
）
は

　
外
国
人
で
あ
っ
た
し
、
釜
火
焚
（
火
夫
）
は
南
京
人
で
あ
っ
た
。

　
　
横
浜
港
へ
着
き
、
大
阪
ま
で
の
用
意
の
た
め
に
石
炭
、
石
油
、
諸
品
な
ど
買

　
入
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
銅
を
積
込
ん
だ
ま
ま
の
蒸
気
船
を
、
官
軍
役
人
が
き
て

　
有
無
を
い
わ
さ
ず
借
上
げ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
朝
吉
は
大
胆
な
行
動
を
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

　
て
い
る
。
（
こ
れ
が
『
大
島
高
任
行
実
』
に
欠
け
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
）

　
な
お
、
幕
末
期
に
お
け
る
南
部
盛
岡
藩
洋
式
船
の
研
究
と
し
て
本
田
敏
雄
論
文

　
　
　
る
　

が
あ
る
。

　
大
島
高
任
と
朝
吉
の
関
係
は
明
治
に
入
っ
て
な
お
深
ま
る
。
特
に
大
島
が
明
治

三
年
民
部
省
鉱
山
司
を
命
ぜ
ら
れ
、
や
が
て
工
部
省
鉱
山
局
に
重
き
を
置
く
よ
う

に
な
る
と
、
朝
吉
の
活
動
も
活
発
と
な
る
。

　
　
明
治
三
年
三
月
は
御
用
で
宮
古
、
盛
岡
間
を
往
復
。
七
月
八
日
は
鹿
角
御
銅

　
山
へ
御
用
。
十
二
日
に
は
大
島
高
任
に
面
会
、
十
九
日
目
出
立
。
二
十
日
は
盛

　
岡
黒
石
野
に
居
る
帷
子
繁
治
御
用
。
十
二
月
二
十
六
日
は
江
刺
県
庁
よ
り
御
用

　
で
遠
野
へ
出
立
（
県
庁
所
在
地
は
遠
野
で
あ
っ
た
）
。
そ
れ
は
南
部
様
へ
金
千

　
四
百
五
十
両
余
を
貸
し
て
い
た
の
の
返
済
金
受
取
り
の
た
め
で
あ
っ
た
。
す
な

　
わ
ち
朝
吉
が
旧
南
部
藩
主
へ
貸
金
し
て
い
た
も
の
を
大
蔵
省
が
支
払
っ
た
の
で

　
あ
る
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
三
月
十
四
日
、
南
部
中
将
様
上
京
の
と
き
は
、

　
和
賀
川
、
胆
沢
川
の
御
渡
船
御
用
掛
り
と
な
り
、
六
月
二
十
五
日
に
は
宮
古
へ

　
御
用
、
そ
れ
は
千
歳
屋
清
治
郎
が
重
茂
村
の
漁
業
権
十
ケ
年
願
立
に
つ
い
て
、

　
戸
長
の
影
印
を
と
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
漁
業
権
の
税
金
は
県
税
一
ケ
年
金

　
四
百
五
十
両
、
南
部
家
へ
も
年
金
四
百
五
拾
両
、
重
茂
村
へ
は
一
ケ
年
金
三
十
両

　
の
手
当
を
出
す
と
い
う
条
件
で
あ
っ
た
。
朝
吉
は
こ
の
時
宮
古
町
の
東
屋
長
七
、

　
尾
張
屋
半
兵
衛
と
共
に
、
千
歳
屋
の
漁
業
権
の
株
主
の
一
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
七
月
十
五
日
に
は
、
工
部
省
鉱
山
局
御
用
達
と
な

　
る
。
南
部
釜
石
港
へ
鉄
山
開
業
、
独
国
異
人
ピ
ン
ヒ
ー
氏
、
大
島
高
任
氏
着
任
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

　
招
き
に
よ
っ
て
人
夫
三
十
名
を
雇
っ
て
出
張
。

　
こ
の
後
、
朝
吉
は
釜
石
の
大
小
類
焼
と
宮
古
沖
の
漁
業
の
大
損
を
機
と
し
て
黒

沢
尻
に
帰
る
が
、
十
余
年
間
の
消
息
は
不
明
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
老
い
て
な
お
彼
の
意
欲
は
衰
え
な
か
っ
た
。

　
　
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
、
東
京
府
下
南
葛
飾
郡
太
郎
兵
衛
新
田
砂
村

　
に
魚
粕
製
造
場
を
設
け
た
。
屋
賃
一
ケ
月
金
弐
円
五
拾
銭
で
借
り
、
船
頭
た
ち

　
を
支
配
人
と
し
、
日
本
橋
魚
川
岸
か
ら
魚
類
を
四
斗
樽
壱
ケ
金
三
拾
五
銭
か
ら

　
四
拾
銭
で
仕
入
、
焼
魚
に
し
て
一
樽
六
拾
銭
に
て
販
売
、
こ
の
商
売
は
損
益
な

　
し
、
サ
メ
の
ワ
タ
か
ら
サ
メ
油
を
と
り
、
鮪
の
ワ
タ
か
ら
も
油
を
と
り
、
汁
を

　
肥
料
と
し
て
売
っ
て
、
こ
れ
で
益
を
出
し
て
い
る
。
二
十
三
年
（
一
八
九
品
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
十
二
月
十
八
日
帰
村
を
決
意
。

　
ま
た
、

　
西
和
賀
郡
湯
田
村
の
真
名
板
で
銅
鉱
筋
を
発
見
し
、
借
宅
し
て
経
営
を
は
じ
め

た
。
開
坑
の
年
月
日
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
帰
郷
の
二
十
四
年
で
あ
っ
た
こ
と
は
う

か
が
え
る
。
大
島
高
任
の
示
唆
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
。

　
　
朝
吉
は
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
旧
十
二
月
に
怪
我
を
し
、
帰
宅
療
養
、
そ

　
の
ま
ま
鉱
山
を
捨
て
た
が
家
賃
だ
け
は
毎
年
六
拾
円
つ
つ
渡
し
て
い
る
。

　
　
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
三
月
三
十
日
、
大
島
高
任
が
没
し
た
の
で
あ

　
る
が
、
そ
の
ニ
ケ
月
前
の
一
月
二
十
九
日
に
、
高
任
の
命
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、

　
嗣
子
の
工
学
博
士
大
島
道
太
郎
が
「
城
沢
家
へ
記
念
の
た
め
に
」
と
い
っ
て
高

　
任
夫
妻
の
写
真
を
朝
吉
へ
贈
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
み
て
、
慶
応
四
年
（
一

　
八
六
八
）
以
来
、
大
島
高
任
の
陰
の
人
と
し
て
活
動
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が

　
え
る
。

　
　
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
四
月
六
日
、
川
岸
の
自
宅
で
往
生
、
染
黒
寺
の

　
代
々
墓
へ
葬
ら
れ
た
。
八
十
三
歳
で
あ
っ
た
。

2
、
朝
吉
日
記
「
異
国
人
一
条
伊
里
」
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こ
の
日
記
は
ペ
リ
ー
が
神
奈
川
条
約
締
結
（
嘉
永
七
年
三
月
三
日
目
の
後
、
条

約
中
、
開
港
の
約
束
さ
れ
た
下
田
、
箱
館
の
視
察
を
希
望
し
た
の
に
対
し
て
幕
府

が
こ
れ
を
許
し
、
い
よ
い
よ
箱
館
に
入
港
し
て
く
る
直
前
か
ら
書
き
出
さ
れ
て
い

る
。　
記
述
全
体
は
異
国
船
入
港
を
待
受
け
る
箱
館
の
警
備
の
様
子
、
入
港
状
況
、
入

港
後
の
異
国
人
の
行
動
風
俗
、
言
語
等
を
絵
入
り
で
朝
吉
が
述
べ
た
も
の
で
あ

る
。
全
二
十
七
枚
あ
る
。

　
こ
の
日
記
中
、
異
国
人
と
の
接
触
、
言
語
（
英
語
）
の
聞
き
取
り
記
録
に
関
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

て
は
す
で
に
拙
稿
「
南
部
藩
英
学
の
濫
膓
」
に
お
い
て
指
摘
し
た
。
そ
の
際
、
日

本
国
内
の
類
書
小
道
次
郎
・
亜
黒
利
加
寒
』
平
尾
毒
・
洋
弓
轟
』
丸
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

吉
右
衛
門
『
北
辺
新
聞
』
等
々
の
比
較
を
も
行
っ
て
い
る
の
で
重
盗
を
さ
け
、
こ

こ
で
は
国
外
（
箱
館
来
航
外
国
人
）
の
記
録
と
の
比
較
を
中
心
に
し
て
そ
の
内
容

の
紹
介
を
し
て
み
た
い
。

　
日
本
来
航
に
関
し
て
は
ペ
リ
ー
提
督
の
『
日
本
遠
征
記
』
が
名
高
い
が
、
本
稿

で
は
ペ
リ
ー
提
督
に
随
行
し
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ェ
ル
ズ
．
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の

『
日
本
遠
征
艦
隊
の
日
誌
哩
と
の
比
較
を
試
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　

　
「
第
十
章
　
箱
館
港
の
調
査
」
（
G
。
O
国
ω
ω
①
頁
）
と
い
う
部
分
で
あ
る
。

　
朝
吉
日
記
は
嘉
永
七
年
正
月
よ
り
松
前
箱
館
に
於
て
と
あ
る
が
、
こ
の
間
四
月

の
ア
メ
リ
カ
船
入
津
ま
で
箱
館
下
住
民
へ
は
長
文
の
触
書
が
出
て
注
意
を
う
な
が

　
　
　
　
お
　

し
て
い
る
。
触
書
に
つ
い
て
小
島
又
次
郎
『
亜
黒
利
加
一
条
写
』
に
は
記
述
が
あ

る
が
、
こ
れ
に
は
な
い
。
た
だ
「
え
ら
き
御
上
様
よ
り
御
触
出
し
二
…
：
．
」
と
い

う
文
が
み
ら
れ
、
当
然
の
事
朝
吉
は
そ
れ
を
前
提
に
し
て
い
る
事
が
分
る
。
又
直

接
指
示
を
受
け
た
の
は
「
箱
館
役
人
」
「
町
方
頭
取
」
大
島
幸
平
な
る
人
で
あ
っ
た
。

　
四
月
廿
一
日
蒸
気
船
弐
艘
入
津
の
時
「
そ
の
は
せ
り
之
早
き
事
飛
島
の
如
し
」

と
感
想
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
朝
吉
自
身
が
「
見
渕
（
物
）
」
し
た
事
で
あ

る
。
（
な
お
、
「
は
せ
り
」
も
「
け
ん
ぶ
ち
」
等
々
は
南
部
弁
で
あ
る
）

　
異
人
の
一
行
に
「
カ
ン
ト
ウ
人
壱
人
」
が
附
き
添
っ
て
居
り
、
彼
と
の
筆
談
の

模
様
や
扇
子
に
書
を
認
め
て
も
ら
っ
た
事
が
記
τ
さ
れ
て
い
る
が
、
「
カ
ン
ト
ウ
人
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

こ
そ
羅
森
で
あ
っ
た
。
羅
森
の
『
続
日
本
日
記
』
に
箱
館
の
記
事
が
あ
る
。

　
朝
吉
の
記
録
は
か
な
り
正
し
い
。

　
廿
五
日
蒸
気
船
衆
「
ば
く
づ
を
打
」
記
事
、
廿
六
日
上
町
浦
屋
に
居
た
女
達
が

異
人
に
乱
暴
さ
れ
る
事
、
そ
れ
に
対
し
て
抗
議
が
日
本
側
か
ら
出
さ
れ
、
ア
メ
リ

カ
船
で
も
禁
足
処
分
を
し
た
事
等
で
あ
る
。

　
こ
の
部
分
を
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の
記
事
と
つ
き
合
せ
て
み
る
。

　
　
五
月
二
十
二
日
〔
隔
辱
h
ハ
昨
〕
、
月
曜
日

　
提
督
と
艦
長
二
人
が
松
前
勘
解
由
の
来
訪
に
対
す
る
答
礼
に
出
か
け
た
が
〔
騰

　
鰐
宅
〕
、
彼
は
例
の
微
笑
を
た
た
え
て
わ
れ
わ
れ
を
待
ち
受
け
て
い
た
。
勘
解

　
由
は
藩
主
か
ら
、
当
地
に
赴
い
て
ア
メ
リ
カ
人
を
接
見
し
、
丁
重
に
も
て
な
す

　
べ
き
権
限
を
委
任
す
る
と
い
う
信
任
状
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
彼
は
こ
の
信
任

　
状
を
提
示
し
、
こ
れ
が
漢
文
に
訳
さ
れ
た
後
、
自
分
は
す
べ
て
の
こ
と
を
決
定

　
す
る
全
権
を
委
ね
ら
れ
て
る
。
と
言
質
を
与
え
る
よ
う
に
断
言
し
た
。
と
こ
ろ

　
が
、
遊
歩
制
限
区
域
の
問
題
は
彼
の
権
限
が
及
ば
ぬ
一
件
で
あ
っ
た
の
だ
。
こ

　
の
問
題
に
関
し
て
は
、
あ
き
あ
き
す
る
ほ
ど
協
議
が
続
い
た
。
し
か
も
、
昨
日

　
ア
メ
リ
カ
人
が
陸
で
非
道
な
所
業
に
及
ん
だ
と
す
る
、
長
文
の
苦
情
書
を
突
き

　
付
け
ら
れ
た
。
1
異
教
徒
た
る
藩
主
は
、
彼
の
垂
下
の
町
に
お
い
て
、
キ
リ
ス

　
ト
教
．
徒
が
こ
と
も
あ
ろ
う
に
安
息
日
に
、
寺
で
は
賭
博
を
開
き
、
屋
敷
や
庭
に

　
は
壁
を
乗
り
越
え
て
立
ち
入
り
、
商
店
か
ら
は
品
物
を
持
ち
出
し
、
狂
人
の
ご

　
と
き
振
舞
を
し
た
と
訴
え
た
の
で
あ
る
。
正
常
な
良
心
か
ら
社
会
的
拘
束
が
取

　
り
除
か
れ
た
と
き
に
は
、
か
な
り
道
徳
的
な
人
間
で
も
、
そ
ん
な
風
に
振
舞
う

　
の
だ
。

　
　
五
月
一
一
十
三
日
〔
嘉
永
七
年
四
月
二
十
七
日
〕
、
火
曜
日

　
　
日
本
側
か
ら
苦
情
を
受
け
た
た
め
に
、
今
日
は
士
官
全
員
が
禁
足
と
な
り
、

　
士
官
た
ち
の
要
求
に
従
っ
て
問
題
を
矯
正
し
よ
う
と
努
め
た
。
下
級
士
官
の
中

　
か
ら
は
、
陸
に
い
く
ら
か
の
借
金
を
つ
く
っ
て
い
る
者
の
名
が
あ
が
っ
た
。
ま
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た
、
買
い
込
ん
で
き
た
日
本
刀
は
特
に
苦
情
の
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
、

　
全
部
手
離
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
松
前
候
と
そ
の
名
代
、
そ
れ
に
三
人
の
地

　
方
役
人
に
対
す
る
た
く
さ
ん
の
賜
物
が
陸
揚
げ
さ
れ
た
。
苦
情
書
に
対
す
る
こ

　
ち
ら
の
返
答
も
、
口
頭
で
今
朝
伝
達
さ
難
。

　
朝
吉
の
観
察
の
中
か
ら
更
に
ニ
カ
所
を
と
り
上
げ
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の
そ
れ
と
比

較
し
て
み
る
。

　
一
つ
は
廿
九
日
に
異
国
船
中
で
一
人
病
死
者
が
出
て
世
日
に
上
陸
葬
儀
の
行
な

わ
れ
た
記
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
朝
吉
が
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
葬
儀
を
仏
式
の
そ
れ

に
お
き
か
え
て
見
た
興
味
あ
る
部
分
で
あ
る
。

　
　
五
月
二
十
五
日
〔
嘉
永
七
年
四
月
二
十
九
日
〕
木
曜
日

　
　
昨
夜
バ
リ
ダ
リ
ア
号
で
亡
く
な
っ
た
男
〔
富
三
塁
・
≦
o
罵
水
兵
、
五
十
五
歳
〕
の
埋
葬
地
を
打
ち
合

　
わ
せ
に
遠
藤
を
訪
ね
た
。
彼
は
快
く
応
じ
て
く
れ
た
。
そ
し
て
す
ぐ
近
く
の
寺

　
へ
出
か
け
た
。
し
か
し
、
そ
の
寺
の
墓
地
に
は
ふ
さ
わ
し
い
空
地
が
見
出
せ
な

　
か
っ
た
。
寺
は
「
高
見
寺
」
閑
O
ユ
0
1
N
9
ま
た
は
、
高
い
竜
の
寺
震
σ
q
げ

U
錘
σ
q
8
目
①
草
葺
Φ
と
い
っ
て
、
戸
口
に
は
昇
天
す
る
二
匹
の
竜
が
彫
っ
て
あ

　
つ
た
。
高
竜
と
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
が
駄
目
だ
っ
た
の
で
、
海

ぎ
わ
の
門
を
抜
け
て
町
を
出
た
。
そ
こ
か
ら
半
マ
イ
ル
ほ
ど
歩
く
と
、
古
い
墓

地
〔
山
背
泊
〕
が
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
人
用
地
は
こ
こ
の
小
区
画
に
決
ま
っ
た
。
そ

　
こ
は
港
を
一
望
の
も
と
に
お
さ
め
る
場
所
に
あ
っ
て
、
一
つ
一
つ
墓
石
を
建
て

た
と
し
て
も
、
優
に
二
十
五
人
分
の
広
さ
は
あ
り
そ
う
だ
。

　
　
五
月
二
十
六
日
〔
嘉
永
七
年
四
月
三
十
日
〕
金
曜
日

　
水
兵
の
亡
骸
は
今
朝
埋
葬
さ
れ
た
。
小
さ
な
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
や
っ
と

碑
銘
を
刻
む
石
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
墓
地
の
墓
石

は
佐
渡
島
ω
巴
。
巨
鋤
昌
α
や
日
本
本
土
の
各
所
か
ら
取
り
寄
せ
た
も
の

と
か
で
、
四
角
な
、
立
派
な
石
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
遺
体
は
船
着
場
に
陸
揚
げ

さ
れ
、
水
兵
に
担
わ
れ
て
通
り
を
抜
け
、
か
ね
て
の
場
所
へ
と
運
ば
れ
た
。
沿

道
に
は
多
数
の
人
が
列
を
な
し
、
遠
藤
も
加
わ
っ
た
異
例
の
葬
列
を
大
変
静
か

　
に
見
送
っ
た
。
こ
の
埋
葬
に
臨
ん
で
日
本
の
役
人
た
ち
は
き
わ
め
て
礼
儀
正
し

　
く
振
舞
っ
た
。
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
態
度
が
親
切
で
あ
っ
た
。
下
田
の
無
分
別

　
な
猪
三
郎
〔
浦
賀
奉
行
組
与
力
合
原
猪
三
郎
〕
と
は
違
っ
て
、
遠
藤
は
検
死
の
場
合
ま
で
法
律
を
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

　
合
い
に
出
す
よ
う
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
異
教
に
対
し
て
特
別
な
嫌
悪
感
は
こ
こ
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
い
ま
一
つ
は
宝
行
寺
で
の
写
真
撮
影
の
記
事
で
あ
る
。
ペ
リ
ー
提
督
の
応
接
所

に
は
御
用
商
人
山
田
官
兵
衛
宅
が
、
士
官
達
の
利
用
の
た
め
に
は
沖
之
口
役
所

が
、
そ
し
て
ハ
イ
ネ
（
画
家
）
、
ブ
ラ
ウ
ン
（
写
真
師
）
た
ち
美
術
家
の
た
め
に

は
実
行
寺
が
当
て
ら
れ
て
い
た
。

　
　
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は
実
行
寺
に
つ
い
て

　
　
　
ブ
ラ
ウ
ン
が
銀
板
写
真
を
撮
る
の
に
使
う
「
実
行
寺
」
N
げ
簿
ω
ロ
伽
q
凶
o
N
霞

　
〔
躾
講
〕
は
、
手
入
れ
は
行
き
届
い
て
い
る
が
、
古
い
寺
で
見
劣
り
が
し
た
。

　
近
く
の
墓
地
は
一
風
変
っ
た
趣
が
あ
る
所
で
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な
碑
や
優
美
な
碑

　
や
ら
で
埋
ま
っ
て
お
り
、
石
碑
の
大
部
分
は
見
事
に
彫
刻
さ
れ
て
い
る
。
一
面

　
に
祈
濤
文
が
書
か
れ
て
い
る
、
長
い
ポ
ー
ル
〔
卒
塔
婆
～
〕
が
碑
の
そ
ば
に
立
っ
て
い

　
た
り
、
横
倒
し
に
な
っ
て
い
た
り
し
て
、
墓
地
に
奇
異
な
眺
め
を
与
え
て
い

な
哩

　
と
述
べ
、
銀
板
写
真
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
　
五
月
二
十
四
日
〔
嘉
永
七
年
四
月
二
十
八
日
〕
、
水
曜
B

　
朝
方
、
遠
藤
と
石
塚
官
蔵
の
二
人
に
彼
ら
の
肖
像
写
真
が
手
渡
さ
れ
た
。
彼

ら
は
、
背
後
に
槍
や
笠
を
持
つ
家
来
を
従
え
て
、
独
特
な
陣
羽
織
O
o
讐
o
h

費
ヨ
。
。
を
羽
織
っ
た
自
分
の
姿
を
、
銀
板
上
に
見
入
っ
て
、
ひ
ど
く
喜
ん
だ
。

こ
こ
で
は
写
真
の
技
術
に
つ
い
て
は
誰
も
ま
だ
聞
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
好

奇
心
と
驚
嘆
と
喜
び
が
彼
ら
の
態
度
や
質
問
に
等
し
く
表
わ
れ
て
い
た
。
今
日

　
は
な
ん
と
い
う
よ
い
日
だ
ろ
う
、
み
ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
の

だ
…
…
。

と
こ
ろ
で
、
上
陸
し
た
異
人
達
は
好
ん
で
品
物
を
物
色
し
た
。
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提
督
が
買
物
に
み
え
る
の
で
、
特
設
市
場
を
盛
り
あ
げ
る
た
め
に
今
日
の
大

半
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
商
品
は
町
で
は
だ
い
ぶ
、
品
不
足
に
な

　
っ
て
い
た
の
で
、
思
う
よ
う
に
各
種
取
り
揃
え
る
わ
け
に
い
か
な
か
っ
た
の
が

実
情
だ
。

　
　
五
月
二
十
七
日
〔
嘉
永
七
年
五
月
一
日
〕
、
土
曜
日

　
　
今
朝
、
特
設
市
場
に
顔
を
出
し
て
い
た
仲
買
人
に
、
彼
が
持
っ
て
い
る
品
物

　
は
こ
こ
へ
持
ち
込
め
ば
、
い
つ
で
も
売
っ
て
よ
い
し
、
好
き
な
よ
う
に
商
売
を

　
し
て
よ
ろ
し
い
、
と
話
し
て
お
い
た
。
も
は
や
誰
も
が
購
…
買
の
機
会
を
も
っ
た

　
こ
と
で
あ
る
し
、
私
も
そ
ろ
そ
ろ
こ
の
仕
事
か
ら
足
を
洗
い
た
か
っ
た
の
だ
。

・
小
売
商
人
の
態
度
か
ら
察
す
る
に
、
こ
の
仲
買
人
は
彼
ら
を
脅
か
そ
う
と
し
、

　
も
し
く
は
売
り
ひ
か
え
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
な
ん
ら
か
の
手
段
を
と
っ
た
よ
う

　
に
思
わ
れ
る
。
今
日
は
、
な
ん
と
し
て
も
よ
い
品
が
数
多
く
は
手
に
は
い
ら
な

　
い
し
、
そ
れ
に
、
購
買
熱
が
大
変
高
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
当
然
の
結
果
で
は
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
ろ
う
が
、
価
格
は
全
般
的
に
ひ
ど
く
騰
貴
し
て
い
る
の
だ
。

　
朝
吉
日
記
に
は
、
彼
自
身
が
直
接
に
物
を
売
買
し
た
記
事
は
な
い
。
し
か
し
商

人
朝
吉
が
こ
の
機
会
を
無
に
過
ご
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
時
期
は
役
人

の
意
志
下
に
品
物
調
達
の
役
に
終
始
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

　
朝
吉
の
「
異
国
人
一
条
之
事
」
に
続
く
日
記
は
『
函
館
日
記
』
で
あ
る
。

　
　
そ
こ
で
の
記
録
は
異
国
船
の
入
津
、
取
引
き
の
有
様
、
安
政
三
年
大
地
震
の

　
事
等
が
中
心
で
、
外
国
語
に
関
す
る
記
録
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、
入
津

　
し
た
異
国
船
と
の
取
引
き
は
順
調
に
伸
び
て
い
っ
た
模
様
で
あ
る
。
安
政
四
年

　
七
月
に
は
「
異
国
船
二
少
し
茂
無
毒
、
同
様
二
見
得
へ
候
。
ア
メ
リ
カ
国
ラ
イ

　
ス
恐
か
ん
し
ん
療
養
」
と
い
う
箱
館
丸
が
完
成
し
、
箱
館
一
江
戸
の
航
行
も
活

　
気
づ
い
た
。
朝
吉
の
取
引
き
の
い
く
つ
か
を
抜
き
出
し
て
お
く
。

　
一
、
（
安
政
四
年
）
異
国
銭
大
ワ
ン
タ
ラ
銀
七
匁
五
分
目
方
有
。
有
直
段
者
元
松

　
前
様
之
御
領
地
之
節
、
四
貫
八
百
文
宛
二
軸
諸
品
名
払
申
候
。
小
ワ
ン
タ
ラ
銀

　
三
匁
七
分
五
厘
、
序
次
ハ
壱
匁
八
分
七
厘
五
毛
。
右
伺
断
割
合
ヲ
以
通
用
い
た

　
し
戻
。

「
ア
メ
リ
カ
へ
丑
（
牛
）
四
疋
売
払
申
候
・
右
丑
（
牛
）
籟
米
二
い
た
し

申
候
。

　
一
、
（
安
政
五
年
）
ラ
イ
シ
の
フ
レ
タ
へ
馬
弐
疋
売
払
代
六
拾
両
、
弐
疋
ニ
テ

乗
馬
也
。

　
一
、
同
月
（
九
月
）
晦
日
二
同
国
弐
艘
入
津
二
相
成
り
孤
影
内
乱
艘
者
城
キ

　
船
、
壱
艘
者
三
本
柱
也
。
右
船
二
夫
婦
井
二
家
内
引
越
之
人
参
り
上
陸
仕
候
。

　
然
ル
ニ
女
八
人
程
、
外
二
子
供
弐
人
実
行
寺
へ
住
居
且
右
寺
ニ
チ
ハ
間
二
合
不

　
藩
候
故
、
高
然
寺
江
壱
家
塾
写
し
、
尤
弐
軒
洋
藍
家
内
之
様
二
見
得
申
候
。
依

　
え
諸
道
具
ハ
拾
四
五
人
当
テ
壱
日
船
よ
り
く
ば
り
申
候
。
其
市
中
買
物
二
毎
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
出
国
処
誠
二
日
本
誓
言
相
わ
か
り
申
候
。

　
右
の
文
中
の
ラ
イ
シ
は
安
政
四
年
四
月
鯨
漁
船
に
乗
っ
て
到
着
し
た
米
国
貿
易

事
務
官
匹
δ
げ
勲
炉
空
。
Φ
で
後
に
初
代
領
事
と
な
る
。
フ
レ
タ
と
は
閃
ユ
Φ
巳

で
あ
ろ
う
。
ラ
イ
ス
は
武
田
斐
三
郎
の
英
語
の
質
問
に
応
じ
、
名
村
五
八
郎
の
英

語
に
磨
き
を
か
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。

　
朝
吉
は
こ
れ
ら
の
人
達
（
更
に
大
島
高
任
を
も
加
え
た
）
の
側
に
居
り
、
い
よ

い
よ
外
国
貿
易
へ
と
向
か
っ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

翻
刻
　
嘉
永
七
甲
寅
年
正
月
よ
り
於
松
前
箱
館

異
国
船
着
岸
之
様
子
二
心
運
用
備
滑
面
右
二
付
大
筒
持
各
町
内
中
よ
り
し
ん
ち

ゅ
う
の
諸
道
具
有
之
候
者
ハ
少
し
成
共
召
上
乳
様
個
計
仰
渡
候
処
町
内
よ
り
少

し
宛
差
上
下
歯
へ
大
筒
六
挺
持
へ
東
風
留
り
と
云
場
所
に
御
台
場
を
轡
都
に
備

　
　
　
　
　
い
　
ロ
　
ま
ヨ
ケ
　
　

置
申
候
外
画
小
路
江
門
を
建
海
岸
ハ
皆
東
風
留
り
よ
り
内
間
の
外
方
迄
板
塀
を

建
海
陸
之
場
所
ハ
仲
の
懸
命
印
弐
ケ
所
開
き
旦
亦
嶋
山
峠
へ
家
を
建
右
家
か
ら

ハ
海
岸
異
国
船
隠
見
届
場
所
也
相
知
之
儀
雪

嶺
沖
合
二
見
へ
候
節
ハ
峠
へ
旗
壱
本
建
近
辺
二
巴
ヘ
ハ
旗
弐
本
入
船
町
初
ハ
三
本
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外
二
半
鐘
打
事
二
相
図
仕
候
所

詮
高
山
二
候
故
諸
方
見
へ
申
言
右
如
此
用
意
仕
依
而
之
早
や
三
月
十
五
日
朝
着

岸
之
様
子
二
藍
　
走
動
仕
内
二
同
日
四
ツ
時

よ
り
八
ツ
半
頃
迄
三
艘
着
岸
仕
其
節
の
走
動
之
儀
ハ
山
の
上
二
而
旗
を
三
本
建

半
鐘
な
ら
し
町
小
路
井
二
寺
方
諸
方
二
而
半
鐘
な
ら
し
居
見
世
ハ
皆
大
蔵
江
大

概
之
品
物
入
置
家
を
〆
諸
道
具
迄
皆
如
此
二
仕
依
而
其
船
三
艘
ハ
東
風
留
り
と

申
処
二
而
間
懸
り
仕
候
籾
其
節
の
走
動
之
儀
ハ
一
つ
云
様
も
無
之
候
尤
町
小
路

門
を
固
メ
家
見
世
ハ
皆
固
メ
志
め
市
町
一
切
無
用
之
者
出
入
相
留
り
申
候
尤
も

女
子
共
宛
ハ
元
よ
り
異
国
船
帰
航
之
嘲
金
棒
引
候
て
相
出
不
申
様
々
之
兼
而
御

上
様
よ
り
御
沙
汰
有
し
候
間
壱
人
も
相
出
不
申
皆
大
蔵
江
隠
居
り
然
候
に
箱
館

役
人
大
嶋
幸
平
と
申
者
船
着
岸
之
嘲
異
国
船
江
対
面
罷
越
当
御
役
人
の
帰
り
候

後
よ
り
少
し
く
走
動
も
無
之
様
に
候
得
共
大
筒
壱
艘
に
弐
組
四
五
挺
宛
有
之
由

二
而
晩
か
ら
も
目
合
せ
一
流
不
仕
尤
大
筒
相
加
候
て
皆
無
躰
之
事
二
相
見
へ
依

而
私
共
も
心
配
仕
右
二
付
私
共
根
物
も
名
し
用
意
仕
打
候
故
内
々
持
参
仕
干
時

少
し
有
其
候
処
右
異
様
備
仕
置
申
候
何
辺
も
如
此
二
内
心
ハ
仕
打
申
候
十
六
日

橋
船
弐
艘
下
ケ
当
湊
深
浅
を
相
斗
ら
へ
八
方
を
掻
廻
り
当
澗
之
仲
ロ
役
所
下
タ

迄
相
斗
へ
台
船
弐
艘
元
船
江
罷
帰
り
別
段
手
馬
船
弐
艘
下
り
仲
ロ
役
所
江
弐
艘

に
て
人
数
十
六
七
人
位
上
陸
致
し
尤
三
艘
の
船
頭
様
如
も
の
三
人
外
水
主
十
四

人
上
陸
仕
其
節
ハ
役
所
前
に
て
諸
役
人
稽
固
罷
有
依
而
言
語
ハ
一
切
不
相
訳
り

申
但
水
二
海
斗
訳
り
申
候
装
束
ハ
黒
羅
沙
の
志
つ
は
う
二
同
股
引
の
様
成
者
着

し
右
三
人
ハ
金
持
の
劔
壱
ツ
種
ケ
嶋
壱
挺
二
鉄
砲
壱
挺
宛
持
参
仕
右
鉄
砲
の
先

に
劔
弐
尺
斗
り
有
之
者
二
御
座
候
願
ひ
の
通
り
二
而
仲
ロ
役
所
江
置
し
土
足
二

而
座
敷
へ
罷
通
り
旦
様
々
の
者
馳
走
仕
候
後
御
菓
子
杯
ハ
頭
也
頭
巾
之
様
な
る

者
を
加
ふ
り
右
へ
皆
入
込
申
候
而
罷
帰
り
候

十
七
日
御
城
下
御
目
附
様
御
着
被
遊
候
処
異
国
船
見
届
二
東
風
留
り
罷
越
候
而

宿
元
江
御
帰
り
被
遊
候

十
八
日
異
国
船
当
澗
入
海
弐
番
入
仕
内
間
町
よ
り
十
丁
斗
り
も
相
隔
ま
に
順
じ

後
船
も
弐
三
丁
宛
相
別
れ
遠
く
居
候

十
九
日
異
国
船
江
薪
水
遣
し
に
付
地
船
三
百
石
以
上
之
手
馬
斗
り
御
用
二
而
水

薪
を
遣
し
申
候
処
右
水
薪
積
手
馬
船
参
り
候
ら
ヘ
ハ
異
国
船
二
て
鐘
太
鼓
鉦
の

様
成
者
を
な
ら
し
尤
帰
帆
之
醐
大
嶋
様
参
り
候
節
も
如
此
二
な
ら
し
何
連
も
日

本
人
参
り
候
ら
ヘ
バ
な
ら
し
申
候
右
水
入
桶
ハ
四
斗
以
上
之
樽
二
御
座
候
其
樽

パ
中
ニ
ロ
有
た
が
わ
金
た
が
に
候
廿
日
猶
又
今
日
も
水
は
こ
び
手
馬
船
三
艘
宛

仰
付
候
而
水
遣
し

廿
一
日
辰
の
刻
に
蒸
気
船
弐
艘
入
船
仕
右
船
ハ
帆
無
車
に
て
入
津
仕
誠
に
奇
た

へ
の
船
也
そ
の
は
せ
り
之
早
き
事
飛
鳥
の
如
し
二
走
り
候
旦
入
津
之
劒
鐘
太
鼓

笛
批
把
鉦
の
様
成
者
ヲ
な
ら
し
候
而
着
船
仕
候
見
先
船
の
人
数
弐
三
十
人
宛
毎

日
箱
館
海
岸
廻
り
亀
田
浜
に
て
漁
人
仕
平
磯
二
て
海
鼠
飽
あ
さ
り
杯
を
取
又
ハ

当
別
村
茂
辺
地
村
江
罷
越
し
乱
防
ケ
間
敷
事
仕
候
故
女
杯
と
ハ
屋
地
中
を
こ
き

候
而
箱
館
に
夜
に
け
仕
候

尤
え
ら
き
御
上
様
よ
り
御
触
出
し
ニ
ハ
女
子
共
ハ
在
に
置
し
様
二
御
沙
汰
有
之

候
処
女
子
共
々
不
置
借
家
成
者
ハ
皆
家
内
引
越
候
二
付
町
内
皆
明
家
に
相
成
申

候
故
へ
当
月
十
一
日
頃
よ
り
外
ノ
方
江
御
役
人
居
置
り
壱
人
も
出
入
無
之
左
候

ら
へ
共
十
一
日
以
前
二
引
越
ハ
澤
山
有
之
依
而
異
国
人
も
右
の
様
子
を
考
へ
候

故
在
家
に
参
り
候

尤
女
子
共
ハ
三
ケ
ニ
通
り
ハ
在
家
に
参
り
候

廿
二
日
蒸
気
船
よ
り
橋
船
弐
艘
下
ケ
右
船
江
人
数
九
人
桑
辺
、
全
寿
兵
衛
宅
に
上

陸
仕
右
異
国
人
か
ら
二
三
番
位
之
者
二
御
座
候
山
内
座
敷
二
．
而
越
掛
台
ヲ
十
備

置
右
台
ハ
火
も
ふ
せ
ん
二
て
長
サ
弐
尺
斗
り
D
如
此
也
者
二
御
座
候
旦
又
は
へ

ふ
き
ハ
鳥
嬬
塩
餐
齪
を
盤
嬬
申
候

御
役
人
様
方
志
や
う
き
へ
越
折
北
西
二
相
折
異
国
人
南
西
二
相
折
依
而
色
々
馳

走
仕
此
中
江
カ
ン
ト
ウ
人
壱
人
参
り
猶
帰
り
之
節
市
町
見
渕
仕
度
　
辮
天
町
大

町
外
高
龍
寺
壱
ケ
寺
二
而
帰
り
旦
別
段
船
江
七
人
参
り
候
町
中
寺
宮
台
場
迄
皆

見
座
仕
外
山
の
上
茶
屋
二
一
二
軒
江
は
へ
り
候
而
罷
帰
り
申
候
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廿
三
日
御
家
老
様
蒸
気
船
対
面
二
罷
越
葬
処
色
々
之
酒
肴
御
馳
走
有
之
候
お
酌

　
　
　
　
　
　
　
ス
　
リ

ハ
色
々
壷
装
束
別
て
赤
出
旦
大
将
ハ
志
麻
守
恒
に
無
藩
候
ら
ヘ
ハ
応
対
不
仕
趣

起
て
二
三
番
の
大
将
斗
り
罷
出
演
大
将
と
善
人
は
日
本
二
御
座
候
得
ハ
中
納
言

位
同
列
二
御
座
候
と
存
候

異
国
人
の
願
い
に
ハ
明
日
子
町
内
怪
童
仕
趣
願
出
置
故
（
御
役
人
様
も
承
知
仕

依
而
）

町
内
へ
明
日
ハ
異
国
人
上
陸
二
付
店
見
世
を
皆
開
く
様
に
御
沙
汰
有
也
旦
樽
物

之
義
ハ
何
成
共
一
切
　
方
型
付
雅
致
者
御
触
出
し
二
御
座
候
尤
今
日
迄
ハ
皆
〆

置
申
し
候

廿
四
日
御
沙
汰
之
相
店
見
世
を
開
き
折
候
処
早
や
四
ツ
時
よ
り
上
陸
仕
百
人
位

宛
三
々
よ
り
色
々
之
品
物
納
ひ
土
足
二
而
居
に
上
り
棚
引
出
し
ヲ
明
ケ
開
き
気

合
品
物
ハ
何
程
二
而
も
手
ま
ね
ヘ
ヲ
以
直
段
間
へ
尤
も
カ
ン
ト
ウ
人
成
ハ
文
字

に
て
書
卓
織
り
申
候
誠
ニ
カ
ン
ト
ウ
ノ
字
ハ
和
字
同
様
二
岡
部
ら
迄
も
押
書
候

ら
ヘ
ハ
相
挙
り
申
候
但
し
金
壱
両
は
四
貫
八
百
文
そ
れ
に
順
じ
壱
　
　
　
　
よ

り
弐
朱
迄
外
に
は
銭
旦
日
本
へ
渡
り
同
様
の
丸
銭
も
有
通
用
罷
有
候
不
残
買
物

い
た
し
尤
も
御
上
様
よ
り
諸
品
相
捌
候
而
も
不
苦
趣
御
触
出
し
二
付
相
捌
申
候

乍
併
大
概
之
品
物
ハ
土
蔵
に
隠
し
置
候
右
梯
金
子
ハ
前
日
御
家
老
様
に
町
人
よ

り
差
上
尤
御
役
人
立
会
之
上
諸
品
相
捌
江
右
御
役
人
衆
之
物
店
々
よ
り
御
家
老

様
に
持
参
仕
右
代
物
之
弐
ハ

御
上
様
よ
り
三
ケ
一
通
町
家
に
御
下
り
置
二
相
成
残
り
ハ
御
公
儀
に
申
上
候
後

御
沙
汰
次
第
二
御
下
し
置
候
加
趣
二
被
仰
渡
候

廿
五
日
百
七
拾
人
参
上
陸
仕
猶
買
物
仕
旦
又
高
竜
寺
二
而
蒸
気
船
衆
ば
く
づ
を

打
其
札
ハ
長
サ
三
寸
横
弐
寸
位
右
に
一
よ
り
十
迄
印
有
其
内
唐
人
書
印
札
四
五

枚
有
之
候

廿
六
日
蒸
気
船
大
将
名
代
三
人
命
江
　
上
陸
仕
旦
又
黒
ん
ぼ
う
七
八
人
上
陸
外

大
勢
上
り
髄
赤
犬
壱
疋
上
り
此
日
大
勢
二
而
諸
方
江
買
物
仕
候
処
山
の
上
町
浦

屋
二
而
女
斗
り
罷
折
候
処
と
ら
を
ふ
み
は
な
し
家
の
中
に
は
へ
り
候
其
時
女
ハ

と
う
て
ん
す
て
前
掛
斗
り
し
め
逃
ケ
行
処
前
掛
け
を
異
国
人
二
を
さ
い
ら
れ
猶

前
掛
け
を
と
き
は
な
し
わ
け
行
猶
又
衣
装
を
を
さ
い
ら
れ
こ
の
衣
装
も
の
き
は

た
か
に
て
逃
ケ
走
り
申
候
処
異
国
人
も
其
時
ハ
（
と
ふ
て
ん
し
て
）
去
申
候
此
日

三
人
見
付
ら
れ
申
候

廿
七
日
昨
日
ケ
様
之
乱
防
仕
候
故
異
国
船
に
大
嶋
幸
平
罷
越
大
嶋
申
ニ
ハ
昨
日

町
家
二
於
乱
防
候
間
敷
儀
仕
右
様
二
候
ら
ヘ
ハ
町
内
一
流
迷
惑
之
処
カ
ン
ト
ウ

人
悪
事
候
こ
と
わ
り
候
故
今
日
ハ
壱
人
も
買
方
不
仕
但
し
五
六
人
嶋
山
峠
へ
罷

越
山
の
地
を
斗
り
旗
を
三
本
建
七
ツ
時
迄
罷
折
候

廿
八
日
壱
艘
出
船
仕
右
船
ハ
石
三
ノ
山
へ
参
ル
事
二
て
出
船
仕
猶
此
日
も
上
陸

買
方
仕
候
得
共
壱
人
も
店
へ
土
足
二
而
上
り
不
申
候
但
し
武
士
之
様
成
者
斗
り

上
り
外
水
夫
杯
ハ
一
切
店
に
上
り
不
申
候

廿
九
日
異
国
人
病
死
壱
人
仕
依
而
東
風
留
り
へ
回
る

世
日
二
葬
式
四
ツ
時
右
之
儀
ハ
壱
番
二
先
立
ハ
黒
の
こ
ろ
も
様
な
る
者
ヲ
着
し

御
経
ヲ
持
其
次
太
鼓
打
笙
ふ
キ
其
次
に
官
く
V
六
人
二
而
棒
を
差
し
持
参
仕
候

其
次
に
目
か
ね
懸
た
る
人
壱
人
同
壱
人
ハ
白
を
首
へ
巻
其
次
に
土
懸
ケ
候
者

口
6
十
三
人
持
送
り
人
三
拾
五
人
斗
り
壱
番
終
に
懸
金
持
の
劔

人
右
之
通
り
二
て
仲
口
よ
り
上
陸
仕
東
風
留
り
へ
参
り
候
処
御
経
よ
み
此
門
四

五
人
は
泪
を
こ
ぼ
し
土
も
か
け
じ
二
帰
り
残
り
送
り
人
土
ヲ
か
け
夫
よ
り
参
り

候
太
鼓
ハ
回
笛
ハ
横
ふ
へ
也

ゐ
ん
ろ
う
の
郎
ハ
け
さ
ご
ろ
も
こ
而
仕
申
候
其
後
異
国
人
の
願
ニ
ハ
美
女
三
人

斗
り
鏡
へ
移
し
た
く
候
問
廿
才
以
下
の
者
斗
り
と
申
候
故
無
寄
所
山
の
上
茶
屋

也
も
仰
付
候
所
茶
屋
中
二
而
く
づ
引
を
仕
旦
又
其
当
り
茶
屋
二
而
も
女
郎
は
く

づ
引
仕
然
に
企
印
き
ょ
壱
人
小
炭
印
み
よ
壱
人
猶
又
壱
人
外
二
町
人
娘
十
三
才

女
壱
人
都
合
四
人
宝
行
寺
二
て
装
束
を
着
写
申
候
尤
此
寺
ハ
元
よ
り
ア
メ
リ
カ

ノ
総
師
居
此
二
御
座
候
故
此
寺
二
て
も
写
申
候
猶
又
松
前
御
家
老
様
も
其
の
者

迄
し
や
う
き
に
越
を
置
候
処
も
写
申
候
右
写
し
様
ハ
其
人
ヲ

少
し
も
う
く
か
ん
よ
ふ
に
を
さ
い
鏡
ヲ
建
写
し
候
ら
ヘ
ハ
其
鏡
へ
白
へ
こ
ふ
ん



162藤原：史料　解説と翻刻『松前箱館二而異国人一条業事』

の
罪
な
者
を
ぬ
り
紙
壱
枚
鏡
へ
合
せ
其
ま
〉
に
火
に
あ
ぶ
り
候
ヘ
ハ
其
紙
に
皆

衣
装
の
年
割
色
数
十
成
共
紙
に
写
り
そ
れ
よ
り
書
印
申
候
何
れ
も
地
面
何
ヶ
も

如
此
位
下
緒
船
に
持
参
仕
右
の
可
憐
に
あ
ぶ
り
下
節
ハ
誰
に
も
相
見
セ
不
申
候

依
而
女
四
人
写
し
義
ハ
先
者
四
つ
外
輪
を
建
其
後
異
国
人
の
子
共
十
三
才
之
人

壱
人
上
陸
仕
わ
う
み
こ
二
て
持
へ
些
し
き
買
物
装
束
ハ
な
ん
と
羅
沙
の
し
つ
ほ

う
　
着
し
誠
に
美
童
二
御
座
候
右
子
共
に
下
来
壱
人
添
参
余
人
よ
り
も
誠
に
弁

舌
相
翻
り
巨
魁
　
返
り
候
籾
又
公
儀
御
目
斯
様
御
着
二
相
成
県
下
御
回
衆
か
御

用
船
は
南
部
印
を
建
入
津
仕
そ
れ
よ
り
毎
日
南
部
印
を
右
船
に
取
置
申
候
右
船

ハ
大
畑
船
な
り

五
日
朝
井
キ
リ
ス
船
中
艘
亜
黒
利
加
船
壱
艘
都
合
章
章
出
船
仕
其
後
合
印
に
大

将
ヘ
ロ
リ
上
陸
仕
御
公
儀
御
目
附
様
に
応
対
仕
量
器
水
主
之
者
共
白
犬
男
女
取

合
四
疋
持
参
候

六
日
山
の
上
茶
屋
町
を
写
ス
　
猶
又

御
公
儀
御
目
附
頭
平
山
謙
次
郎
様
二
外
二
御
壱
人
罷
越
尤
御
用
船
三
艘
二
手
馬

船
弐
艘
都
合
五
艘
二
て
蒸
気
船
に
対
応
罷
越
申
候
而
用
事
相
決
り
候

七
日
蒸
気
船
の
申
に
ハ
明
日
ハ
出
船
二
相
成
候
付
御
假
乞
二
而
江
戸
横
浜
大
別

之
如
く
仕
之
申
候
故
合
印
二
而
皆
其
支
度
仕
候
故
少
し
く
小
雨
ふ
り
候
故
へ
掴

へ
に
相
成
申
候

依
而
大
将
ヘ
ロ
リ
斗
り
へ
橋
船
弐
艘
二
而
合
江
上
陸
仕
候
其
節
の
進
物
ハ
小
鉄

炮
壱
挺
紺
羅
沙
御
徳
利
外
菰
包
撚
零
講
様
之
者
進
物
二
承
り
尚
小
鉄
炮
ハ
五

段
之
鉄
炮
之
由
ニ
テ
壱
ツ
相
は
な
す
候
ら
ヘ
ハ
玉
も
稲
硝
も
不
入
相
廻
し
候
ら

ヘ
ハ
又
打
た
せ
る
よ
し
に
承
り
何
連
前
後
五
度
も
相
廻
し
候
誠
二
寄
た
い
の
鉄

炮
二
御
座
候
猶
又
異
国
人
滞
船
之
内
之
物
ハ
鶏
薪
ね
き
玉
子
せ
り
の
よ
う
な
物

此
方
よ
り
遣
し
外
馳
走
様
く
仕
依
而
五
ツ
半
頃
二
罷
帰
り
申
候
猶
水
主
之
者

今
日
も
子
犬
十
四
疋
持
参
仕
宝
行
寺
よ
り
写
ス
鏡
道
具
井
二
仲
口
よ
り
　
岸
引

見
様
道
具
を
諸
方
江
建
候
旗
諸
事
之
物
を
皆
船
江
持
参
仕
其
後
店
々
江
を
は
よ

ふ
く
と
暇
乞
仕
候
而
船
二
帰
り
申
候

八
日
朝
弐
艘
共
々
車
二
而
出
船
仕
候
其
節
私
共
江
戸
浦
賀
船
得
宝
丸
江
罷
越
に

而
見
渕
仕
異
国
人
二
出
船
之
嘲
お
は
よ
ふ
く
と
一
流
こ
へ
を
か
け
旦
又
此
方

二
而
も
は
よ
ふ
く
と
こ
へ
か
け
候
処
大
勢
屋
く
れ
の
上
へ
上
り
出
船
仕
候
然

ル
ニ
箱
館
嶋
山
崎
江
参
り
候
処
か
ら
み
か
・
り
右
船
帰
申
候
其
節
ハ
大
鼓
打
鐘

な
ら
し
か
へ
を
ふ
き
大
筒
弐
艘
二
而
四
度
は
な
し
東
風
留
り
江
間
懸
り
仕
依
而

も
や
上
り
候
ら
ヘ
ハ
早
速
出
船
仕
候
旦
又
出
船
之
嘲
先
船
ハ
六
尺
四
方
位
の
旗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

四
ツ
上
右
は
た
ハ
様
々
の
染
旗
に
御
座
候
柱
の
房
に
下
ケ
旦
又
か
ら
し
子
五
ワ

構
雛
出
船
前
に
三
百
石
船
の
柱
位
の
木
を
弁
天
崎
江
瀬
着
仕
候
右
木
に
白
旗
を

木
の
う
ら
に
建
根
元
ハ
金
く
さ
り
二
而
留
置
川
岸
よ
り
上
ハ
白
へ
し
や
う
に
紙

引
旗
へ
様
々
の
字
を
書
き
印
置
申
候
未
た
有
之
申
候

旦
又
九
月
十
日
ハ
諸
事
取
り
き
わ
め
十
一
日
ニ
エ
ト
ロ
フ
　
カ
ラ
フ
ト
江
御
公

儀
御
目
附
様
御
出
立
被
成
候

町
方
頭
取
大
嶋
幸
平
稲
川
仁
兵
衛
蛯
子
次
郎
箱
館
役
人
三
人
御
城
下
よ
り
関
様

藤
原
様
候
へ
都
合
五
人
御
城
下
よ
り
御
家
老
様
松
前
解
ケ
油
様
御
用
人
遠
藤
又

左
工
門
様
石
塚
官
蔵
様
外
に
壱
番
備
七
拾
五
人
亀
田
よ
り
当
別
迄
御
改
メ
罷
有

候尤
弐
番
備
も
御
探
成
ル
ニ
御
座
候
此
外
箱
館
か
ら
ハ
ニ
男
三
男
迄
不
残
出
勤
仕

し
旦
又
足
軽
ワ
夜
中
に
は
異
国
人
上
陸
之
処
見
座
に
置
夜
は
人
足
も
左
し
置
也

異
国
船
滞
船
中
ハ
朝
夕
大
筒
は
な
し
朝
ハ
明
六
ツ
夜
ハ
五
ツ
時
右
大
筒
之
音
ハ

　
　
　
　
　
　
な
へ
か
ま
　
ひ
び
き

家
ハ
皆
ゆ
る
き
申
候
旦
又
朝
夕
大
鼓
笙
批
把
鉦
の
様
成
者
二
て
半
時
斗
り
宛
御

盛
の
様
子
に
賑
々
敷
御
座
候
日
本
二
御
座
候
ヘ
ハ
朝
夕
神
仏
を
拝
し
候
様
相
見

へ
申
候
猶
又
出
船
走
り
候
之
時
ハ
揖
を
こ
ふ
に
筆
か
へ
を
以
て
揖
こ
く
申
し
候

異
国
船
五
艘
之
内
壱
艘
ハ
小
走
り
弐
艘
ハ
運
船
式
艘
ハ
蒸
気
船
二
相
見
へ
申
候

蒸
気
船
大
き
サ
深
サ
六
間
位
長
サ
四
拾
間
余
幅
八
間
車
厚
サ
弐
問
車
差
渡
し
五

間
大
筒
廿
五
挺
宛
玉
目
三
の
目
位
但
し
大
々
筒
八
玉
目
八
貫
目
位
二
相
見
へ
申

ホ
　候
鉄
砲
ハ
弐
百
挺
劔
鎗
ハ
不
数
知
帆
ハ
十
八
張
外
二
有
之
柱
三
本
筋
縄
ク
モ
の

巣
の
如
し
運
船
弐
艘
ハ
長
サ
三
拾
三
間
余
幅
七
間
余
深
サ
五
間
位
大
筒
廿
五
挺
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小
筒
百
三
余
劔
鎗
ハ
不
数
知
帆
柱
同
行
乗
合
人
五
艘
一
r
而
千
三
百
人
斗
り
蒸
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　
り

船
ハ
壱
艘
二
付
三
百
人
余
宛
運
船
に
弐
百
五
拾
人
余
残
り

先
陣
船
弐
百
人
余
右
五
艘
之
離
嚥
擁
炉
拾
五
人
乗
合
仕
右
人
ハ
流
れ
船
人
数
也

外
二
女
四
五
人
罷
折
候

先
陳
船
二
大
筒
廿
五
艇
小
筒
七
拾
五
艇
余
劔
鎗
不
数
知
長
サ
三
拾
雪
余
幅
七
間

深
サ
五
間
也
橋
船
ハ
壱
艘
拾
五
艘
位
よ
り
廿
二
艘
迄
有
之
評
註
ハ
五
色
二
御
座

候
帆
式
張
宛
置
候
長
サ
五
百
石
船
也
手
馬
位
二
見
へ
申
食
費
又
預
ハ
丸
か
へ
也

船
名
ハ
蒸
気
船
壱
艘
ハ
ホ
ウ
テ
ン
同
壱
艘
ハ
メ
セ
セ
フ
井
キ
リ
ス
船
名
マ
セ
ト

ニ
ャ
。
雨
リ
カ
壱
艘
ハ
レ
キ
セ
ン
ト
ン
壱
艘
ハ
ヲ
イ
ン
ズ
右
之
通
二
御
座
候
大

将
名
ハ
ベ
ロ
リ
右
は
ア
メ
リ
カ
井
キ
リ
ス
大
将
名
ハ
ス
テ
マ

異
国
人
病
死
之
人
数
東
風
留
り
に
葬
り
処
弐
尺
五
寸
斗
り
の
黒
影
を
建
置
右
江

三
越
廻
し
其
尺
に
鮎
蕊
や
ん
を
引
碑
ハ
ニ
十
台
二
而
南
面
二
建
米
申
候
右
場
所

ハ
日
本
人
燈
場
二
而
地
蔵
寺
あ
り

　
（
運
船
絵
）
と
説
明
（
以
下
省
略
）

　
（
蒸
気
船
の
絵
）
と
説
明

亜
黒
利
加
大
将
名
ハ
ベ
ロ
リ

井
キ
リ
ス
　
同
名
ハ
ス
テ
マ

亜
三
三
加
船
名
ハ

軍
船
ハ
・
マ
セ
ト
ニ
ャ

蒸
気
船
ハ
・
ホ
ウ
テ
ン

ま
た
。
メ
セ
セ
ブ

井
キ
リ
ス
・
レ
キ
セ
ン
ト
ン

ア
メ
リ
カ

先
陳
　
ヲ
イ
ン
ズ

唐
人
名
ハ
右
ハ

四
五
人
上
陸

満
十
八
才
ノ

ァ
メ
リ
カ
ヨ
ネ
ム

セ
イ
マ
ン
ネ

右
名
ハ
位
二
依
而
字
ナ
ア
リ

銀
ん（
銀
貨
の
絵
）

（
劔
の
絵
）

（
鉄
砲
の
絵
）

（
日
傘
の
絵
）

（
懐
中
時
計
の
絵
）

（
も
の
指
の
絵
）

（
き
せ
る
の
絵
）

（
股
引
の
絵
）

（
上
着
の
絵
）

（
紫
衣
の
絵
）

（
く
つ
の
絵
）

（
帽
子
の
絵
）

（
ア
メ
リ
カ
人
の
絵
）

　
（
黒
ん
ぼ
う
の
絵
）

　
（
カ
ン
ト
ウ
人
の
絵
）

六
6
セ
キ

五
5
ハ
エ

四
4
ブ
イ

三
3
フ
ル
イ

ニ
2
テ
ウ

ー
ー
ホ
ア
ン

右
ハ

と
説
明

と
説
明

と
説
明

と
説
明

と
説
明

と
説
明

と
説
明

と
説
明

と
説
明

と
説
明

と
説
明

と
説
明

と
説
明

と
説
明

と
説
明

一
よ
り
十
迄
之
事
也

（
以
下
　
省
略
）

二
十
〇
〇
テ
ン
テ
ン

十
〇
テ
ン

九
9
ナ
イ
ン

八
8
ア
イ
テ

七
7
シ
ヤ
ウ
ン

何
野
性
広
東

得
門
人
也

止
長
未
タ
学
ヲ

学名
ハ
満
年
十
八
才
ト
書

右
ハ
私
義
カ
ン
ト
ウ
人
エ

扇
を
出
し
是
江

文
字
ヲ
書
候
と

手
ま
ね
へ
仕
候
ら
ヘ
ハ

如
此
ワ
カ
手
二
書

候
而
中
々
書
不
申
候



164藤原＝史料　解説と翻刻『松前箱三二而異国人一条之事』

竹
の
事
ラ
エ
ト
柄
ヲ
ウ
リ
ウ
　
燭
台
ヲ
　
ス
テ
キ

燭
蠣
ヲ
ケ
ン
ロ
　
土
び
ん
ヲ
テ
ツ
ハ
　
栗
ヲ
　
セ
ス
ナ

ロ
ヲ
ケ
ン
　
耳
ヲ
イ
フ
レ
　
鼻
ヲ
ナ
ヲ
ス

茶
ヲ
テ
　
砂
糖
ヲ
ス
ー
カ
リ
　
馬
ヲ
ホ
ウ
ス

煙
草
ヲ
バ
イ
ハ
　
キ
セ
ル
ヲ
バ
イ
ク
ワ

茶
釜
ヲ
テ
エ
ン
　
筆
ヲ
ベ
ン
ナ
ウ
　
眼
ヲ
ア
イ

女
ヲ
ト
イ
　
歯
ヲ
ケ
エ
イ
　
目
の
げ
を
ア
イ
ベ
ゥ
ス

ロ
よ
り
ふ
く
事
ヲ
ケ
レ
　
早
や
へ
と
云
ヲ
ハ
イ
ラ
イ
ロ

物
の
値
段
聞
事
ヲ
ハ
マ
ツ
　
寺
ヲ
ミ
ャ

法
師
ヲ
ソ
　
魚
シ
ヤ
マ
コ
　
赤
鯛
カ
バ

鳥
リ
ア
ラ
シ
　
船
ヲ
ス
テ
ン
ム
　
帆
マ
カ
ス
タ

鏡
ヤ
エ
シ
　
火
ハ
ヤ
　
海
ラ
ン
　
岸
コ
エ
ル

羅
沙
ホ
ウ
シ
水
ラ
ワ
ン
　
印
エ
キ
吉
ナ
ア
ア
ン

米
ラ
イ
ヒ
　
山
勢
ウ
フ

金
壱
両
　
ハ
ン
タ
ウ
　
四
千
八
百
ト
帯

金
弐
分
　
ハ
フ
タ
ウ
　
ニ
千
四
百
ト
一

三
壱
分
　
コ
ア
レ
タ
ウ
　
三
千
二
百
ト
云

箱
館
の
地
図
※

嘉
永
六
癸
三
年
参
事
ラ
フ
ト

　
　
ヲ
ロ
シ
ャ
人
　
交
易
場
の
絵
（
省
略
）

嘉
永
六
揆
三
年
秋

　
　
　
　
カ
ラ
フ
ツ
メ
ン
エ

半
三
図
蓋
梅
花
月

満
枕
波
涛
松
樹
風

　
　
和
風

　
　
　
　
甲
寅
夏
書

　
　
　
　
　
　
　
広
東
羅
森
口
印

本
史
料
閲
覧
に
際
し
て
詳
記
朝
吉
の
御
子
孫
城
澤
昇
氏
、
本
田
敏
雄
氏
の
御
好

意
を
受
け
た
こ
と
を
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。

※
印
箱
館
の
地
図
は
次
の
『
北
辺
新
聞
』
に
あ
る
図
を
簡
略
化
し
た
ス
ケ
ッ
チ

風
な
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
三
年
四
月
一
日
受
理
）
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『
岩
手
史
学
研
究
6
0
』
岩
手
史
学
会
　
昭
和
五
〇

同
右
　
二
二
五
貢

同
右
　
二
二
六
貢

『
岩
手
史
学
研
究
7
3
』
岩
手
史
学
会
　
平
成
二

前
掲
6
0
号
　
二
三
〇
貢

同
右
　
二
三
二
貢

『
岩
手
史
学
研
究
7
3
』
岩
手
史
学
会
　
平
成
二

市
立
函
館
図
書
館
蔵
『
郷
土
資
料
複
製
叢
書
3
0
』
昭
和
五
七

『
青
森
県
立
図
書
館
郷
土
双
書
三
』
　
昭
和
四
五

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
写
本

『
新
異
国
業
書
8
』
洞
富
雄
訳
　
雄
松
堂
出
版
　
昭
和
六
一

同
右
三
〇
七
貢
～
三
三
六
貢

幕
府
の
松
前
藩
に
対
す
る
「
御
建
書
」
及
び
市
在
住
民
へ
の
「
解
書
」
は
『
函
館
市

史
通
説
編
第
一
巻
』
五
五
二
貢
以
下
に
載
せ
ら
れ
て
い
る

『
大
日
本
古
文
書
幕
末
外
国
関
係
文
書
附
録
之
一
』
　
六
四
四
貢

前
掲
訳
三
一
八
貢
以
下

同
右
　
三
二
二
貢
以
下

同
右
　
三
二
一
貢

同
右
　
三
二
四
貢

『
北
上
市
史
』
北
上
市
史
刊
行
会
　
昭
和
五
九

同
右
　
三
八
四
貢
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